
定山渓周辺 山歩きの心得
Hiking Safety Tips

定山渓は、支笏洞爺国立公園に指定されており、豊かな自然が育む湯量豊富な温泉にも恵まれた貴重な地域です。そうした自然に
触れ、生きとし生けるものを愛でることの喜びを一人でも多くの人に感じてもらいたいと思っています。そのために、気持ちよく風と水
が流れる定山渓の自然環境や美しい景観を次の世代に引き継いでいきます。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

【道迷いをしないために】
●山歩きは自己責任が原則です。
●立入制限の表示がある区域には、絶対に立ち入らないでください。
●悪天候のときは、入林をお控えください。
●入林の際は、遭難対策として地図の持参をお勧めします。
●見晴らしのいい場所、分岐点などでは、現在地を地図上で確かめましょ
う。途中でおかしいと感じたら、来た道に引き返しましょう。
●道に迷ったら、尾根や頂上に上って展望がきく場所を探しましょう。

【転落・滑落を防ぐために】
●滑りにくい靴底と、足首を保護したトレッキングシューズを履きましょう。
●湿った岩、浮き石、苔、落ち葉などは滑りやすいので注意しましょう。
●浮き石、木の根などのつまずきやすい場所では、ゆっくりと歩きましょう。
●下り坂では、スピードを緩めて歩きましょう。

【安全に沢を渡るために】
●沢の流れは、見た目よりずっと力があるので注意しましょう。
●水深が浅い場所や足下が安定した箇所を探して渡りましょう。

【動植物の保護にご協力ください】
●無断で樹木を伐採・搬出した場合等は、法により罰せられます。また、保
安林内（国有林は約9割が保安林）では、無許可での樹木の損傷、下草
の採取等が禁止されています。

【火気の使用はご遠慮ください】
●タバコなどの火の始末は必ずしてください。
●たき火はしないでください。

【ゴミと排泄物の処理等】
●自分が出したゴミは、必ず持ち帰りましょう。
●山に入るときは、トイレを済ませてから出発しましょう。
●トイレは登山道上にはありません。登山中に行う場合には携帯トイレを持
参し利用しましょう。

 ヒグマに注意
●ヒグマの生息地で野外活動する際、人が注意深く行動することによっ
て、トラブルのほとんどが回避できます。
●ラジオ、笛、熊鈴などの音が出るものを携帯し音をたてて、ヒグマに対し自
分の存在をアピールしましょう。

●ヒグマの生 し々い糞や足跡の痕跡となるものを見つけた場合は、引き返
しましょう。
●エサをやったりゴミを捨てるのはやめましょう。
●定山渓にはヒグマの生息密度が高い場所が多くあります。クマ撃退スプ
レーを携帯するなど、もしもの場合に備えましょう。
●もし、ヒグマに遭遇したら、絶対に騒がないようにしましょう。様子を見なが
ら、静かにゆっくりとその場を離れましょう。

【スズメバチに注意】
●蜂は黒い色に対し激しく反応します。できるだけ黒い服装をさけ、帽子を
かぶりましょう。
●蜂はヘアスプレー、香水等、化粧品の匂いにも敏感に反応します。
●スズメバチを見かけたら、むやみに振り払わず飛び去るのを待ちましょう。
●スズメバチに襲われたときは、なるべく姿勢を低くしましょう。

【マダニに注意】
●森林内でのダニ刺咬にご注意ください。

【有毒な植物に注意】
●山歩きではできるだけ皮膚が露出しない衣服を着用しましょう。
●ツタウルシなどの有毒な植物には触れないようにしましょう。
●名前がわからないキノコは採らないようにしましょう。

【キツネ（エキノコックス）対策】
●エキノコックスが寄生したキツネやその糞に直接さわったり、その糞に汚
染された山菜や土等を触った手で食事をしたり、沢水を熱を通さず飲んで
しまうと感染する恐れがあります。エキノコックスは卵が口から入って感染
します。

●山の天候は変わりやすいため、服装は天候の変化に対応できるよう準
備しましょう。

●北海道は緯度が高いため、夏でも標高以上に気温が低く、また、通常の
標高差以上に気温差があります。しっかり防寒対策をしましょう。

●コースにあわせて、トレッキングポールやグローブ、ゲイターがあると便利で
す。
●十分な水やスポーツドリンク、行動食など適正量を持参しましょう。

情報提供：北海道森林管理局

自然の中には危険がたくさんあります。
個人が責任ある行動をしてください。

山で遭遇しやすい
危険な動植物にご注意ください。

山歩きの服装と装備

山野草の盗掘や、樹木への損傷・伐採は
禁じられております。

ゴミは必ず持ち帰りましょう

振り返りポイント
無意根山を望む
景色が楽しめる
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▶登山口
▶登山行程
▶トイレ　　
▶携帯電話　
※電波状況は天候などにも影響を受けるため、あくまでも目安。

▶沢の付近はぬかるみに注意、急登は滑りやすく、ロープ
　がないため特に下りはトレッキングポールがあると便利。
▶冷水小屋の利用は、北海学園大学 豊平キャンパス
　まで開館日時を要確認。
▶空沼岳への縦走路は無整備のため遭難に注意。

ROUTE OUTLINEROUTE SUMMARY ATTENTION

登山道は2コースあり、険しい「豊滝コース」と途中までは
比較的平坦で川沿いを進む「冷水沢コース」がある。
豊滝コースは林道と急登で、手応えのあるコース。冷水沢
コースは川のせせらぎが涼し気だが、後半からは一気に急
登となる。山頂は広く、札幌市街地や近郊の山 を々眺望
できる。

札幌岳登山口（冷水沢コース）/豊滝登山口
登り：約3時間15分/下り：約2時間20分
コース途中の冷水小屋にあり（開館時のみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
登山口 　、山頂

❶札幌岳登山口↔❷冷水小屋
冷水小屋までは、冷水沢川沿いの深い森
の中をひたすら進むコースで、登山口から
約10分、かつて針葉樹林が壊滅的な被
害を受けた「台風高原」がある。現在はマ
ツを植林し、幻想的な光景が広がる。
その先は沢の渡渉を繰り返し、木柱や飛
び石の上を歩くため、足元に注意。

❶札幌岳登山口
登山口には、車10台ほどが停められる
駐車場がある。駐車場入口の小屋で
入林者名簿を記入してスタート！
登山口は、駐車場奥の看板が目印。
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❷冷水小屋
コースの中間にあたり、休憩ポイン
トとして利用されている。小屋の前
には、冷たい湧き水が流れ出る。

❷冷水小屋↔❸山頂
冷水小屋からは急登が続く。山頂に
近づくにつれ傾斜は緩むが、石や木
などで足場が悪く歩きにくい道も。
山頂では、腰をかけられる岩もあり食
事休憩にも十分なスペース。

1293M
Mt.SAPPORO 札幌岳

JOZANKEI
LEVEL 3

1KM

至 国道230号・
　豊平峡温泉

→至 国道230号・
　豊平峡温泉

→

豊平峡ダム
豊平峡トンネル

豊平峡駐車場

定山湖

豊平川

P

1293M 豊滝コース

冷水小屋

山頂3

2

冷水トンネル 冷水沢川

定山渓ファーム

冷水沢コース

START
札幌岳登山口1

★

★
「台風高原」
マツの植林帯が
広がる場所
幻想的な景観

札幌市定山渓
自然の村

P

豊滝登山口

盤の沢林道

至 空沼岳→至 空沼岳→

至 林道入口
ゲート

→至 林道入口
ゲート

→

02JZKJZK01 10JZKJZK09 ※登山行程は、休憩時間を含む目安の時間です。無理はせず、自分のペースで登りましょう。




